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車椅子の着座環境改善に関する研究
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1.緒　　昌
車椅子は下肢不自由者にとって自由に移動するための重要な手段と言えるが、移動のためだけに使
われるのではなく、姿勢を保持して生活するための道具として使われている。したがって、日常生活の
大半を車椅子で過ごす障害者は長時間に渡る着座を強いられることになり、健常者が利用する移動手段
や椅子等に比べて、車椅子の性能特性、着座環境がその生活に及ぼす影響は大きい。障害者にとって長
時間着座における最大の間題は樽癒、いわゆる床ずれである。着座時には坐骨結節下と呼ばれる骨突起
部で上体の主な体重を支えるため、そこに着座圧力が集中する。その結果、皮下組織の血行が阻害され、
栄養が行き渡らない状態が続き、得唐が引き起こされる。得唐は骨突起部によく発生するため、着座環
境を改善しない限り同じ個所に再発しやすく、大変な苦痛を伴うとともに治療に時間を要し、放置した
場合には感染症の発生や手術が必要になるなど、車椅子利用者にとっては、発生と再発を防ぐことが重
要である。圧迫を主因とする樽癖の予防には、プッシュアップと呼ばれる座りなおしによる血行回復動
作が推奨されているが、基本的にはクッションなどを用いた圧迫部の圧力分散による着座環境の改善が
必要といえる。樽唐予防クッションにはエアセル型やゲル型と呼ばれる圧力分散特性に優れたクッショ
ンもあるが高価であり、多くの場合は比較的安価なウレタンフォーム系のクッションが用いられてい
る。圧力分散だけを考慮した場合、安楽椅子のように厚くて軟らかいクッションを利用すれば良いが、
姿勢が不安定になり、ずれ座りの原因となって腰-の負担が増加するなど長時間者座する車椅子には不
適格である。姿勢の安定性を考慮すれば硬めのクッションが有効であるが、着座圧力分散性が低いため、
座り直しの回教を多く必要とする。単一素材のクッションでは、圧力分散と姿勢保持の両者を解決する
ことは杜しいが、素材や硬さの異なるクッションを組み合わせる混合型とすることで、問題解決を試み
たクッションもある。例えば、ウレタンフォームとゲルの組み合わせや、硬さの異なるウレタンクッショ
ン同士の重ね合わせなどがある。後者では軟らかめのクッションにより接触面全体に圧力を分散させな
がら、硬めのクッションにより坐骨結節下付近の高い圧力により生ずる底突き感を防止させることがで
きるが、素材や硬さ、輝みによりその組み合わせは無数に考えられ、圧力分散特性に大きく影響するこ
とからその選択が重要である。一方、座面の形状により圧力を分散させるトータルコンタクトという考
え方がある。座面の形状を野郎形状に近づけることにより、背部および大腿部全体でより接触性を高め
るもので、ずれ座りの防止にも有効である。しかし、多くの車椅子の座面は平面であり、さらにスリン
グ式と呼ばれる布張り式座面が採用されている。スリング式では着座時に座面がたわむため、その上に
クッションを敷いても圧力分散に有効なクッションの変形がスリングの変形によって歪められると考え
られる。クッションの設置面は硬くしっかりしている必要があり、さらにトータルコンタクト効果をね
らった曲面を有している方がより効果的と考えられる。
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そこで、本研究では比較的安価で有効な着座環境の改善方法として、曲面を有する硬いクッション設
置台と混合型ウレタンフォームクッションを用いる方法を授案し、実際に着座面に生じる圧力値を測定
してその圧力分散特性について検討する。硬さの異なるクッションを重ね合わせた混合型クッションと
比較のための単一型クッションを車椅子廃部に設置したクッション設置台に載せ、感圧導電性ゴムを利
用した圧力センサを用いて着座圧力分布を測定し、坐骨結節下に生ずるピーク圧力を解析して被験者の
体格の違いがど-ク圧力に及ぼす影響について調べ、製作した廃部の有効性について明らかにした。
2.荷　　痛
樽唐は寝たきり患者によく見られるため「床ずれ」として知られているが、車椅子着座部位や義足
ソケット面などの皮下組織の少ない骨突出部にも発生する。発汗や失禁による湿潤環境、栄養不足など
も影響するが、組織の圧迫が主因の傷である。皮膚は毛郷血管から栄養を受けて代謝を行っている。毛
細血管は4. 3kPa(32mmHg)以上の圧迫が加わると血行が大幅に阻害され、局所的に9. 3kPa(70mmHg)
以上の圧迫を受けると血流が停止し、皮膚に栄養が行き渡らない代謝障害が起こる川。このような代謝
障害が長時間持続した場合や、繰り返された場合に皮下組織に漣坊や壊死が生じて得唐になる。一度発
生すると治療に時間を要し、感染症の心配もあるため、ひどい場合には手術が必要となるなど車椅子利
用者にとって探刻な問題となっている。得唐は圧力が集中する骨突起部、着座においては坐骨結節下な
どにできやすく、再発を繰り返すので、着座環境を改善して予防することが重要である。ここでは樽癖
の重症度の分類、樽唐発生メカニズムについて説明する。
2. 1碍痛の重症度の分類
得唐の重症度は組織破壊の程度で分類されている。例えば、 NPUAPの分類によれば、図1に示すよ
うに深遠度で4つの程度に分類される脚。最初は圧迫を除いても消えない発赤、紅斑が生じるグレード
I。続いて真皮までとどく皮膚傷害、すなわち水瓶やぴらん、浅い潰壕が生じるグレードⅢとなり、グ
レードⅢでは、真皮を超えて、皮下脂肪まで及ぶキズとなり、グレードⅣでは、最も酷い状態で筋肉ま
で及ぶキズとなり骨を露出させるまでになる。他にも、 Sheaの分類、 LAETの分類等や、創面の色調
で分類する方法がある。
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2. 2　樽癒発生メカニズム
樽唐の発生メカニズムついては、人や動物を対象にい
くつかの研究例が報告されている。
Kosiak'3'は、犬に対して持続的加圧実験を行った。樽
唐の発生は、圧力の大きさとその加圧時間に関係し、高
い圧力が加わると短時間で樽唐が発生し、圧力が低くて
も長時間続くことにより樽唐が発生することを明らかに
した。
矢野ら(4)は、家兎に対して間欠的加圧実験を行った。
一定の圧力での6時間加圧と、 6時間除圧の12時間サイ
クルを3回ずつ行い、他にも時間の間隔を24時間サイク
ルにした場合や、加える圧力を変更した場合についても
行い、図2に示すような加圧力fと加圧時間tの積/lを
求め、 k>koになると得癖が発生することを明らかにした。
加圧時間1
図2　裾癌に及ぼす圧力と時間の関係
Rogersら糊は、人体に対して加圧実験を行い、裾痕が発生する圧力と時間の関係は、ほぼ反比例す
ることを明らかにし、 S.OkPa (60mmHg)の圧迫が加わった場合には約3時間以上で、樽癌が発生す
る危険性が高くなることを示した。
3.実験装置および実験方法
3. 1　着座圧力測定装置
圧力センサの感圧部には感圧導電性ゴム(イナバゴム社製イナストマ-)を使用した。この材料は、電
気的絶縁体であるシリコンゴムをベースポリマーに、導体である炭素の微粒子を混入したものであり、
圧力に対して電気抵抗値が変化する特徴を有している。さらにゴム特有の柔軟性.薄膜性などを有し、
衝撃,座屈などによっても破損しない優れた特徴を持っている。炭素粒子はゴム内部で単独に存在する
のではなく3次元的なストラクチャー(鎖状構造)を形成する。ゴムの表面に圧力が作用しない場合、
ストラクチャー同士は離れて存在するため電気抵抗値は数Mnでほぼ絶縁状態にある。圧力が作用す
るとゴムの厚さが変化して小さなストラクチャー同士が接触するようになり、電気が流れて抵抗値が減
少する。圧力の増加に伴ってストラクチャー同士の接触も増加して電気抵抗値は数E2まで減少する。
作成使用した圧力センサの構造を図3に示
す。感圧導電性ゴムの上下面をリード線のつい
た薄い電極で挟むことで、ゴムの抵抗値の変化
を測定できるようにした。ゴムの大きさは直径
5mm、厚さ0.5mm程度である。ゴムと電極
は接着などができないため、センサ使用中にゴ
ムの位置がずれても電極との接触面積が変化し
ないよう電極面積は十分広くし、間に電極同士
の接触を防ぐプラスチックフィルムのセパレー
タを挿入した。ゴムはセパレータ中央の円孔部
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図3　センサ構造
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に納め、さらに全体をベースシートとマスキングフイル
ムで覆う構造とした。センサ1個の大きさは14mmXIO
mm、厚さ1mm程度である。このセンサを図4に示す
ように縦と横14列にマトリックス状に配置し、合計196
個を使用した。センサの間隔は、座両の左右方向に20
mm、奥行き方向は、腎都側に8列を20mm、大腿部側
に6列を25mm間隔とした。
本実験で用いた圧力センサの測定回路を図5に示す。
圧力に対して電気抵抗値が変化するセンサRsに固定抵
抗Rを直列接続した回路に、一定電圧Vccを印加する。
センサの抵抗値の変化は固定抵抗間の電位差Vの変化
として出力され、次式で表される。
v-R
Rs+RVcc(1)
感圧導電性ゴムの電気抵抗値Rsが0から無限大まで
変化する理想的な場合について考える。無負荷時には
Rsは無限大になるため出力Vは0となる。圧力の増加
につれてRsは減少するためVが増大する。最大負荷時
にRsは0になり、Vは印加電圧Vccと一致する。実際
のゴムセンサでは、センサの電気抵抗値鮎は無負荷時
に数ME2あり、出力Vは僅かに0とはならない。また、
敢大負荷時でもRsは数百0程度なため、VはVccに近
づくが一致はしないO圧力容器を用いて空気で圧力セン
サを加圧したときの出力の変化を図6に示す。縦軸は出
力Vを印加電圧Vccで除して無次元化した出力比であ
る。なお、この曲線は着座圧力測定実験においてセンサ
からの出力を着座時の圧力値に変換するための圧力校正
曲線として使用される。式(1)より明らかなように、出
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図4　センサ配置
図5　測定回路
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図6　出力特性曲線
力Vは固定抵抗Rの大きさによっても変化する。図に
は固定抵抗を5,10,20,30kQとした場合の曲線の変化を示した。曲線は上に凸のカープとなり、圧力
の増加に伴って変化が小さくなる傾向を示した。固定抵抗値が大きいほど低圧力域での曲線の傾きは急
になり、低い圧力を測定する時の感度は敏感になるが、高圧力域での変化が小さくなり、圧力測定範囲
が狭くなることがわかる。低圧から高圧領域まで測定する場合には、比較的小さい値の固定抵抗を用い
て、全体を穏やかな特性曲線にする必要がある。しかし、固定抵抗Rを小さくすると、全体に出力も
小さくなる。そこで図6の結果を参考に、着座圧力測定実験では0から60kPaの範囲で使用することに
して固定抵抗には10kQを使用した。センサは同一ゴムシートから切り出して作成しても個々の特性が
微妙に異なるため全センサに対して較正を行った。圧力容器を用いてセンサに60kPaまで圧縮空気で加
圧した後、準静的に減圧しながら容器内圧力と出力電圧の両方を測定し、着座圧力測定時の校正データ
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として使用した。着座圧力が60kPaを超えた場合は
特性曲線の60kPa付近の傾きを延長することで圧力
値を計算により求め参考とした。
測定システムの構成を図7に示す196個のセン
サからの出力信号は、マルチプレクサによって順次
選択され、 A/D変換器を介して計算用コンピュー
タへ入力される。入力されたデータは、較正データ
をもとに圧力値に変換される。 1回の測定に要する
時間は1秒程度である。
図7　システム構成
3. 2　クッション素材と実験用座部
本実験では硬さの異なる市販のウレタンフォーム(東洋クオリティワン社製グリーンライト)を表面
にカバーを付けずに使用した。ウレタンフォームはその密度を高めると硬くなる傾向があるが、材料の
配合によっても硬さを自由に変えることができる。グリーンライトの硬さと密度の関係を図8に示すO
実験では、硬さと密度の関係がほぼ比例的に変化している軟らかいAM型、硬いGQ型、その中問の
CO型を選んだ。以下各々を秋型、硬型、中間型と呼ぶ。各々の規格を表1に示す。これらの項巨=まJIS
K6400で試験方法が規定され、硬さと見掛け密度については次のように定義されている。
見掛け密度:体横100cm3以上の試験片をフォームに変形を与えない状態で幅および長さのそれぞれ
について異なった場所を3カ所以上測定し、それぞれの平均を求めて体積を算出し、試験片の質量を
0.5%の精度まで測り、求めたもの。
硬さ(25%硬さ) :一辺が380mmの正方
形で、厚さ50mmの大きさの試験片を試験
機の台上中央に平らに置き、加圧板を試験
片の上面に戟せて荷重を5Nにしたときの
厚さをO.lmmまで読み取り、これを初め
の厚さとする。加圧板を毎分100±20mm
の速さで初めの厚さの75%まで押し込んだ
後、直ちに荷重を除き、再び直ちに加圧板
を100±20mmの速さで初めの厚さの25%
まで押し込み、静止後20秒経過した時の荷
重を1Nまで読み取ったもの。
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図8　密度と硬さ
表1　グリーンライト規格
項目 見掛け密度 硬さ 引張強さ 伸び 引裂強さ 圧縮残留歪
クッション (kg′m3) (N) (kPa) (㌔) (N′cm) (㌔)
AM 軟型 16 113 69≦ 120≦ 2.1≦ 7≧
C0 中間型 20 147 78≦ 120≦ 4.9≦ 6≧
GQ 硬型 32 216 108≦ 110≦ 4.9≦ 5≧
-5-
実験では車椅子標準の座部を取り外し、実験用の座部
を用いた。図9に示すように座部は単一素材のクッショ
ン(単独型)または異なる素材の組み合わせクッション
(混合型)とクッション設置台で構成される。クッショ
ンは変形することにより着座圧力を分散するため厚さと
硬さが大きく影響する。クッションが薄いと坐骨結節下
付近が完全につぶれて底突きを起こし、クッションが無
い場合と変わらない結果となる。逆に厚すぎると変形が 図9　実験用座部構成
大きく、着座したときに姿勢が不安定になるとともにず
れ座りの原因になる。クッションは圧力分散に適切な厚さが必要である。また軟らかいクッションは圧
力分散に優れてはいるが、変形量が大きく厚くなるため姿勢保持とずれ座りの問題を生ずる。硬い場合
は姿勢保持に有利であるとともに底突きも起こし難くなるが、着座圧力の低い大腿部付近の分散に不利
であり坐骨結節下付近にピークを示す圧力も高めになりやすい。実験では軟硬両方の性質を座部に持た
せるために、変形の大きい軟らかいクッションを上面に、底づきを防止する硬いクッションを下面に組
み合わせた混合型のクッションを用いた。また、多くの車椅子の座部は、スリング式と呼ばれる布張り
の座面が使用されている。スリング式では、着座時に座面にたわみが生じるため、クッションを挿入し
ても必ずしも圧力分散に有効な変形が得られるとは限らない。クッションの設置面は硬い方がクッショ
ンの変形による圧力分散効には効果的である。電動車椅子など折りたたみを考慮しない車椅子では、座
部クッション下に硬い平板状の設置台が挿入されている。しかし、トータルコンタクトによる圧力分散
効果も考慮すれば、設霞台は、平板よりも野郎形状に近づけた曲面板の方がクッションの変形と併せて
より有効に圧力分散が得られると考えられる。実験で
は図10に示す曲面板の設匿台にクッションを載せる。
曲面板は教室などで使用されている椅子の座面より加
工したもので、木質系合板製で厚さ10mm、中央部の
左右方向に半径600mm、奥行き方向に半径900mmの
曲率半径を有し、トータルコンタクト的な圧力分散効
果が得られることが実験により確認された。
3. 3　着座圧力測定実験
本実験には、図11に示すスズキ社製MC14S型電動
車椅子を使用した。この車椅子は座面角度が後傾5度
で固定され、背もたれ角度、フットプレートの高さの
調整が可能で、実験時には背もたれ角度を100に固定
し、大腿部が水平になるように足の高さを調節した。
座部は電動車椅子に標準のものを外し、実験用座部を
載せ、その上に庄カセンセシートを載せて被験者に着
座してもらい圧力分布を測定した。着座時の姿勢は着
座圧力分布にも大きく影響するため、背中を背もたれ
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図10　クッション設置台
図11電動車椅子
に軽く押し当てながら座面に深く腰掛け、姿勢を椅子形状に合わせるようにした。また、繰り返し測定
時の座り直しによる姿勢の変化を最小限に抑えるために、被験者には、肩、膝、腰にマーカーを貼り、
横方向に固定したビデオカメラの映像から姿勢に変化がないかを確認した。なお、本着座圧力測定シス
テムでは196個の圧力センサにより圧力分布を測定できるが、実験では樽癌に最も影響する坐骨結節下
のピーク圧力を用いることとした。またクッションが薄くなると底突きが生じて姿勢が左右方向にわず
かに偏いてもピーク圧力の測定値にバラツキが生ずるため、圧力測定は各クッションに対して座り直し
をしながら10回行うこととした。・
測定に使用したクッションの硬さは秋型(AM),中間型(CO),硬型(GQ)の3種類とし、単一型
では厚さを10,20,30mmの3種類を用意した。混合型では10mm厚さのものを2枚組み合わせて計20
mmとし、硬い方を下に軟型と中間型,秋型と硬型,中間型と硬型を組み合わせた軟中型,軟硬型,中
硬型を用いた。
最初に単一型クッションの厚さを変えながらピーク圧力を測定し、次に混合型クッションを用いて測
定を行い被験者の体格とあわせて検討した。
3. 4　被験者と体格指数
着座時の圧力分布は、背部の肉付きによって大きく影響を受ける。そこで、一般的指標である体格指
数BMI (Body Mass Index)と体脂肪率BIA (Bioelectrical Impedance Analysis)を用いて被験者の
体格の違いを評価した　BMIとBIA
による体格評価基準を表2に示す。
BMIは身長(m)と体重(kg)
より定まり、次式で表される。
BMI--　　　　(2)
体重と身長の2つのバランスによ
表2　体格評価の基準
BMI
体脂肪率BIA(%)
(30歳未満男子)
やせ型 20未満
適正 14-20標準型 20以上～24未満
過体重型 24以上-26.4未満
肥満型 26.4以上 肥満 25以上
り肥満の程度を調べたもので、一般によく使われている。
BIAは体脂肪計付ヘルスメーター(タニタ社製TBF-602)を用いて測定した。体の電気抵抗値を測
ることで脂肪量を推測する方法である。脂肪はほとんど電気を通さないが、筋肉などの水分が多く含ま
れている場所は電気を通しやすい性質を持っている。この性質を利用して体に微弱な電流を流し、その
ときの電気抵抗値を測ることで脂肪とそれ以外の組織の割合を推測する。しかし、この生体の電気抵抗
値(生体インピーダンス)は、生活スタイル、リズム等によって変化するため、口内変化が数o/oあるこ
とを考慮しなければならな
い。
表3に各被験者の身体測定
結果を示す。実験は実際に障
害を有している者を被験者と
した方がより実践的になる
が、障害固有の影響も出ると
考えられるので、今回は健常
表3　被験者体格評価
皮験 着 く年 齢 ) 身長 体 重 BMI BIA (%
(cm) kK (30歳 未 満 男 子 )
21 156 78.8 32.4 肥 満 型 ) 35.0 (肥 満 )
B (21 172 70.0 23.7 (標 準 型 ) 26.0 肥 満 )
(21 171 68.4 23.4 (標 準 型 ) 22.0 (適 正 以 上 )
D く21) 170 60.8 21.0 (標 準 型 ) 18.0 (適 正 )
(21) 175 64.2 21.0 (標 準 型 ) 18.5 (適 正 )
(21) 176 61.4 19.8 (や せ 型 ) 17.0 (適 正 )
21) 8ー0 62.0 19.1 (や せ 型 ) ll.5 (適 正 以 下 )
H (21) 183 58.2 17.4 (や せ 聖 ) 13.0 (適 正 以 下 )
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男性8人を被験者とした。図12に各被験者のBMIと
BIAの関係を示す。国中の◆印は被験者AからHを示
し、直線は最小2乗法による。被験者群の年齢と性別が
同じであるため、 BMIとBIAの間にはほぼ直線的な関
係が成立する傾向が見られる。しかし、被験者Bは直
線から大きく敗れ、体格の割に体脂肪が多いことから、
坐骨結節下の着座時ピーク圧力が低くなると予想され
る。被験者Gは逆に体脂肪が少ないことからピーク圧
力は高まると予想される。
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図12　被験者のBMlとBIA
4.結果および考察
4. 1クッション厚さと圧力分散性
単一型クッションを用いて厚さが坐骨結節下のピーク圧力の分散に及ぼす影響について調べた。図13
に代表的な体格のやせ型と肥満型の結果を示す。図の縦軸はピーク圧力値を、横軸はクッションの厚さ
である。なお、厚さOmmはクッション設置台に直接着座した場合の結果である。 ◆印は秋型、 ■は中
間型、 △は硬型クッションの各10回のピーク圧力測定結果を示している。また、各々の平均値の変化を
軟型は実線で、中間型は破線で、硬型は一点鎖線で示している。図(a)はやせ型被験者Hの結果である。
いずれの硬さのクッションも輝くするほどピーク圧力は減少し、バラツキも小さくなる傾向を示してい
る。クッションを敷かない0mmでは、位も測定値のパラツキが大きい.着座面が硬いため、わずかな
姿勢の変化がピーク圧力に影響して、測定値に大きなバラツキを生じている。嘩さ10mmの秋型と中間
型では測定値にまだ大きなバラツキを生じている。クッションが軟らかすぎて坐骨結節下付近が完全に
つぶれたため、硬いクッション設置台の影響が強く表れ、クッションの無いOmrrtと同様な大きなバラ
ツキになったと考えられる。一方、硬型の場合は10mmでも1例を除きバラツキが少なくクッションの
変形による圧力分散効果が十分に表れ始めていることがわかる　20mm以上では、いずれのクッション
もバラツキが小さくなり、姿勢の変化の影響を吸収しているO　また、 3つの中では硬型が泉もよく圧力
を分散していると言える。図(b)は肥満型被験者Aの結果である。やせ型被験者と比べ、厚さOmmで
も既にピーク圧力は低く、バラツキも小さい。背部の軟部組織がクッションと同様の働きをしているた
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図13　クッション厚さとピーク圧力
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図15　体格とピーク圧力の関係
めと考えられる。クッション厚さ10mm以上では、いずれのクッションもピーク圧力、バラツキともに
変化が少なく、 10mmで十分な効果が得られている。やせ型被験者の場合、硬型クッションが最も効果
的であったが肥満型被験者の場合は中間型クッションの方が、わずかに効果的な結果を示しており、体
格の違いによって効果的な硬さに違いがあることがわかる。クッションはある程度以上硬くなると圧力
の分散性が悪くなり、逆にピーク圧力が上昇すると考えられる。肥満型被験者がこの場合に相当するが、
やせ型被験者の場合は硬型クッションでも圧力の上昇が見られていない。このような体格による圧力分
散性の違いは硬さの異なるクッションを組み合わせる混合型クッションの硬さ選択において重要なポイ
ントになると考えられる。
4. 2　混合型クッションの圧力分散性
混合型クッションおよび比較のための単一型クッションを用いて、体格の違いがピーク圧力に及ぼす
影響を図14に示す。縦軸はピーク圧力、横軸はBMI値である。クッションは秋型,中間型,硬型,軟
硬型.軟中型,中硬型の6種類で、厚さは全て20mm、混合型は10mm同士の組み合わせで硬いクッショ
ンを下にしている。図中のマーカーは各クッションに対して10回測定した平均値であり、 △型マーカー
は単独型クッションの結果を、 □型マーカーは混合型を表している。なお、 BMIが19.1と17.4の被験
者GとHの混合型クッションの結果の一部はピーク圧力が推定で80kPaを超え、図示されていない。
BMIが21以下(被験者D-H)ではいずれのクッションもBMIの増加に対してピーク圧力は減少する
傾向を示している。一方BMIが23以上(被験者A-C)では、ほとんど差がない結果になっている。 BMI
が小さいほどクッション間の差が大きくなる傾向が見られ、クッションの選択がより重要になってくる
ことがわかる。また、 BMIが19.1の結果ではピーク圧力がわずかに高めで、クッション間の差も大き
い。これはやせ型被験者Gの結果であり、図12に示したように体格のわりに体脂肪の少ないことが影
響したと考えられる。逆に体格のわりに体脂肪の多い肥満型被験者B (BMI26)では他の肥満傾向の
強いA (BMI35), C (BMI22)と大差ない結果になっている。クッションはある程度以上厚くなると
圧力分散の効果に差がなくなる。肥満傾向がある程度以上の場合は背部の肉付きがよいため、背部がクッ
ションの役割をはたして大差がなくなったものと考えられる。次にピーク圧力がBMIの影響を受ける
BMI≦23の範囲で図14の結果に対する回帰直線を求め、図15に示す。図中の実践は混合型クッションの
結果を、破線は単独型の結果を表している。単一型では硬型が最も圧力分散性に優れ、また直線の傾き
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がわずかながら最も小さく幅広い体格-の適用性を示していることがわかる。なお、回帰直線に対する
データのバラツキでは軟型が最も大きかった。ピーク圧力分散が十分に働いているクッションはどデー
タのバラツキは小さく、分散効果が不十分な薄く軟らかいクッションでは分散効果に個人差が表れ易い
と言える。混合型は、中硬型が良い結果を示しているが、 BMIが低い範朗での圧力が単一型に比べ大
きく、混合型が有効に働いていない。そのため直線の傾きも急であり、効果的に使えるBMIの範囲が
非常に狭くなっている。単一型で硬型クッションが最も良い結果を示したことを考慮すれば、いずれの
混合型も硬型より軟らかくなっているため、特にBMIが小さい被験者群には不利になったものと考え
られる。低いBMIの範囲では混合型より単一型が有効に働き、その差は大きいが、 BMIが高い範囲で
は混合型と単一型の差が小さくなり、 BMIが23付近では逆に混合型の方がわずかに有利になっている。
5.結　　音
感圧導電性ゴムを使用した着座圧力測定システムを用いて車椅子に座ったきの着座圧力分布を調べ、
体格の違いによるクッションのピーク圧力分散効果、硬さの異なるクッションを組み合わせた混合型
クッションの有効性について検討した。今回使用した混合型の組み合わせでは、硬いクッションの硬さ
が十分でなく、その圧力分散効果が有効に働くBMIの適用範囲が肥満の範囲で狭いことがわかった。
しかし、混合型が有効に働くことも確認されたことから、 BMIの低い場合に対しても硬さや厚さの組
み合わせを改良することで適用できると考えられた。
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